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一般会計予算
令和６年度



3 議会だより　令和6年5月　第166号 2議会だより　令和6年5月　第166号

一般会計予算 95億２千万円を計上
　３月議会定例会において予算特別委員会を設置し、令和６年度の一般会計予算・特別会計予
算と企業会計予算についてそれぞれ審議し、すべて全会一致で可決した。

　予算特別委員会では２分科会に分け、真の住民福祉の向上につながる効果的な予算である
のかに主眼を置き、予算の議決権は議会の権限の中でも重要であるとの認識のもと、総務文
教委員会、産業厚生委員会の常任委員会所管課の予算事項について管理職や係長等を説明員
とし調査を行った。
（所見）　
　本町の財政状況は、歳入では、町民税の個人は増、法人は減、固定資産税は土地の分譲地
等の開発により宅地化が進んでいることもあり増としている。
　ふるさと応援寄附金は、昨年度の当初予算と同額と計上されているが不安定な要素は残っ
ている。全体予算に占める自主財源の割合は、令和５年度が50.4％、令和６年度は48.0％と
なり、まだまだ地方交付税や国・県支出金に依存する財政基盤となっている。
　国内に目を向けると日本銀行は、17年ぶりに大規模な金融緩和策の柱であるマイナス金利
政策の解除に大きく舵を切った。
　このような中、人口減少社会に立ち向かい、基幹産業の活性化、交流人口の拡大、安心安
全なまちづくり等により、持続可能なまちづくりを進め、それを推進するため95億2000万
円の「令和６年度　波佐見町一般会計予算」をはじめ、「各特別会計予算及び企業会計予算」
が提案された。歳出では、引き続き社会保障関係費の増加など厳しい状況が見込まれること
から、地方交付税等を含め必要な財源の確保と充実を望むものである。

　各種給付費や給食費支
援費は、増があるが、新
庁舎建設や災害復旧工事
の完了による普通建設費
は減。ふるさとづくり応
援寄附金を前年同等と見
込み対前年比は、減となっ
た。
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主な歳出（一般会計予算）

特別会計と企業会計

予算特別委員会報告

令和６年度の主な事業

委員長　尾上　和孝

前年度比　７億６千万円　7.６％減

●体育センターに『空調機』を設置（指定避難所の環境改善）　　
●情報発信集約システムの構築（災害情報伝達の一元化）
●新庁舎建設関連道路の改良（役場横の道路）
●学校給食費の完全無償化
●中央小学校屋内運動場の改修
●生活困窮者自立促進支援事業
•防災行政無線再整備事業　　
•西ノ原土地区画整理事業（前年比 約１億円の増）
•浄化槽設置整備事業（新築の配管も補助対象に）

一般会計のほかに、特定の収入（保険料や使用料など）で、その支出を賄う会計です。

それぞれの事業の収益（使用料など）で、支出を賄う独立採算が原則の会計です。

●中学校にエレベーターを設置
●駄野地区農業経営高度化促進事業
●窯業人材確保対策事業
●生地生産環境改善対策事業
●地域公共交通計画策定事業
●児童手当の拡充
•甲辰園グラウンド防球ネットの改修

95.2

103.0

111.1

84.4

80.8

●は新規事業

特別会計特別会計

企業会計企業会計

•国民健康保険事業特別会計　　１６億２７００万円　　　３５００万円の増
•後期高齢者医療特別会計　　　　２億２３００万円　　　１９００万円の増
•介護保険事業特別会計　　　　１３億６９００万円　　　４０００万円の増

•上水道事業会計　　　　　　　　４億５５２８万円　　　　　１３万円の減
•下水道事業会計　　　　　　　　５億９０５２万円　　　１３９５万円の減
•工業用水道事業会計　　　　　　　　２３５４万円　　　　　４１万円の増

甲辰園グラウンド防球ネット改修（Bコート側） 新庁舎横道路改良場所

中央小学校体育館の改修 体育センターに「空調機」設置
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企
画
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報
課

長
寿
支
援
課

税
務
財
政
課

町

　税

地
方
交
付
税

寄
附
金

農
林
課

建
設
課

総
務
課

子
ど
も
・
健
康
保
険
課

水
道
課

住
民
福
祉
課

教
育
委
員
会

庁
舎
建
設
推
進
室

議
会
事
務
局

Q

　
町
民
税
は
。

A

　
５
億
４
１
２
６
万
円
見
込
。

Q

　
固
定
資
産
税
は
。

A

　
６
億
１
３
９
０
万
円
見
込
。

Q

　
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
は
。

A

　
20
億
８
０
０
０
万
円
と
１
億
円
見

　
込
。

Q

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附
金
は
。

A

　
18
億
円
見
込
。

Q

　
災
害
避
難
時
等
の
体
育
セ
ン
タ
ー

　
空
調
機
設
置
は
。

A

　
財
源
は
消
防
債
で
国
の
緊
急
防
災

　
減
債
事
業
債
を
充
当
す
る
。
な
お
、

　
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
利
用
は
、
今
後

　
教
育
委
員
会
と
調
整
。

Q

　
消
防
分
団
運
営
費
交
付
金
は
。

A

　
新
規
事
業
で
２
９
１
万
円
。

Q

　
空
き
家
解
体
補
助
金
は
。

A

　
10
軒
分
で
３
０
０
万
円
。

Q

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
は
。

A

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
に
６
５
０
万
円
。

Q

　
公
用
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
購
入
は
。

A

　
電
気
自
動
車
の
普
通
車
。

Q

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
謝
礼
品
は
。

A

　
４
億
６
８
０
０
万
円
。

Q

　
自
治
会
全
体
の
活
動
支
援
に
自
治

　
振
興
交
付
金
は
。

A

　
総
額
１
８
０
０
万
円
。

Q

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予
定
は
。

A

　
商
工
観
光
課
４
名
、
農
林
課
、
教

　
育
委
員
会
各
１
名
。

Q

　
移
動
支
援
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利

　
用
助
成
費
は
。

A

　
１
６
０
０
万
円
。
昨
年
の
申
請
率

　
は
31
％
、
う
ち
利
用
率
は
95
％
程
度
。

Q

　
児
童
手
当
２
億
７
０
０
０
万
円
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の
増
額
概
要
は
。

A

　
対
象
を
高
校
生
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で
引
上
げ
、
所

　
得
制
限
撤
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、
第
３
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３
万
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に
増
額
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Q

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

　
タ
ー
整
備
事
業
は
。

A

　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
環
境
整
備
な
ど
。

Q

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
。

A

　
新
築
19
基
、
汲
み
取
り
等
か
ら
の

　
転
換
11
基
の
合
計
30
基
と
町
単
独
の

　
３
基
想
定
。
予
算
約
２
７
０
０
万
円
。

Q

　
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金
は
。

A

　
２
億
２
５
０
０
万
円
。

Q

　
土
地
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画
整
理
事
業
費
は
。
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２
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２
５
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０
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。
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道
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。
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。
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住
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業
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。
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４
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。
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限
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。
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。
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４
５
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程
。

Q

　
駄
野
地
区
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業
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営
高
度
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促
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費
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金
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。

A

　
５
５
０
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万
円
。

Q

　
新
規
就
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者
支
援

　
事
業
費
補
助
金
は
。

A

　
４
０
０
万
円
。

Q

　
鳥
獣
被
害
対
策
費
補
助
金
は
。

A

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
９
６
３
万
円
。

Q
　
窯
業
の
生
地
生
産
環
境
改
善
対
策

　
事
業
費
補
助
金
は
。

A

　
生
地
組
合
39
会
員
に
ス
ポ
ッ
ト

　
ク
ー
ラ
ー
を
各
社

　
２
台
78
台
分
補
助
。

Q

　
伝
習
館
管
理
委
託
は
。

A

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
管
理
。

Q

　
観
光
協
会
運
営
事
業
費
補
助
金
は
。

A

　
増
額
の
１
４
０
０
万
円
。

Q

　
窯
業
人
材
確
保
対
策
事
業
費
補
助

　
金
は
。

A

　
新
規
の
移
住
就
労
者
に
家
賃
の
補

　
助
等
に
３
６
０
万
円
。

Q

　
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
事
業
費

　
補
助
金
は
。

A

　
６
０
０
万
円
。
調
査
等
交
通
体
系

　
の
見
直
し
。

Q

　
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
等
の
河
川

　
公
園
路
面
改
修
計
画
は
。

A

　
年
次
計
画
で
整
備
。

Q

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
。

A

　
84
・
４
％
で
県
下
５
位
。

Q

　
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
よ
る

　
支
援
事
業
費
は
。

A

　
６
０
０
０
万
円
。

Q

　
甲
辰
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
は
。

A

　
Ｂ
コ
ー
ト
防
球
ネ
ッ
ト
改
修
。

Q

　
鴻
ノ
巣
公
園
夜
間
照
明
設
備
リ
ー

　
ス
料
は
。

A

　
年
４
６
０
万
円
。

Q

　
中
央
小
学
校
設
備
改
修
工
事
は
。

A

　
屋
内
運
動
場
改
修
。

Q

　
外
構
、
道
路
改
良
、Ｅ
Ｖ
充
電
器

　
設
置
、
新
庁
舎
改
修
等
の
工
事
費
は
。

A

　
１
億
２
８
０
０
万
円
。

Q

　
パ
ソ
コ
ン
購
入
の
用
途
は
。

A

　
動
画
編
集
用
と
議
長

　
用
。
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委員会レポート

総
　務
　文
　教
　委
　員
　会

産
　業
　厚
　生
　委
　員
　会

　調査
１　総務課所管事務調査
２　調査日時・場所
　　令和５年 11月 30日（木）午後１時 30分～　　場所　委員会室
３　調査事項及び所見
　　（１）波佐見町職員倫理条例等の進捗状況について

　関係する条例や規則による組織の組成、それに伴う連絡会議や研修会はおおむね実行され
ていることが分かった。
　施行後３年目であるが、気を緩めることなく、職員のコンプライアンスの遵守はもちろん、
多種多様な研修や研究を重ね、再び不祥事が起こることがないように対応していただきたい。

　　（２）働き方改革に伴う職員の勤務状況について
 ①職員の時間外勤務について

　時間外勤務の対象となる業務は、災害対応や緊急を要する予測できない業務で、通常業
務ではできるだけ避けるべきである。職員は、一人一人がコスト意識を持ち、前例踏襲を
改め無駄を省き、仕事の優先順位を決めて執務にあたることが必要である。

 ②職員の休暇取得状況について
　休暇の取得は、年次休暇が年間平均 11,３日取得で、前年度の 10,７日から若干増えてい
る。
　休日勤務の代休取得は、庶務管理システムを活用して促すとの説明であったが、事後に
問題を生じないように早めの取得に努めてほしい。

　意見交換会
１　社会教育団体との意見交換会
２　日時・場所
　　令和 6年 2月 7日（水）　午後７時～　　場所　委員会室
３　対象団体
　　文化協会、スポーツ協会、老人会、婦人会、壮年会、PTA、児童合唱団、スポーツ少年団
４　所見
　各団体から活動の現状や今後課題等について多くの意見を聞くことができた。また、議会への要
望等もあり、今後の議会活動の参考にしたい。

　調査 1
１　住民福祉課所管事務調査
２　調査日時・場所　
　　令和 6年 2月 13日（火）午前 10時～　　場所　委員会室
３　調査事項
　　（１）環境美化に関する現状と課題について

　環境美化については自治会などに年３回お願いし、住民による周辺の清掃活動を行ってい
る。また自治会（環境衛生振興会）での河川、生活用水路管理などを行っている。５年度の
作業面積は約 365㎡にも及ぶ。

　　（２）動物の飼養、収容に関する現状と課題について 
　野良猫に対しては保護住民と嫌悪住民がいるが、相互理解をいただき地域猫等としての環
境整備を行いたい。

４　課題と所見
　環境美化については、参加者の意識の変化や高齢化に伴い、活動人員の減少が見られる。野良猫
などについては、住民の適正な保護への理解と避妊・去勢事業に積極的に取り組まれていた。

　調査 2
１　農林課所管事務調査
２　調査日時・場所　
　　令和 6年 2月 13日（火）午後 1時～　　場所　委員会室
３　調査事項
　　（１）物価高騰対策支援交付金と水利動力費高騰対策支援事業補助金の受付状況等について

　物価高騰による農業経営に影響を受けている農業者に対して緊急的に経済支援を行ってい
る。補助内容は 10a当たり 5,000 円である。

　　（２）農地等環境保全に関する現状と課題について
　多面的機能支払交付金は農業者などが農地、水路などの活動を支援する交付金制度である
が、庶務会計の負担が大きいところである。

４　課題と所見
　燃料や資材の高騰が農業経営を大きく圧迫している現状がある。また、耕作放棄地などの要因に
高齢化や後継者不足により、耕作者数が減少しているので町としても対策がなされているが、喫緊
の課題として対応を急ぐ必要がある。

※主な議案のみ

※主な議案のみ

7 議会だより　令和6年5月　第166号 6議会だより　令和6年5月　第166号

　戸籍法の改正に伴い、地方公共団体の手数料の標準に関する政令及び地方公共団体の
手数料の標準に関する政令に規定する総務省令で定める金額等を定める省令が改正された
ために行うもの。
　•戸籍証明書の交付手数料　　　　１通　　450円
　•戸籍に記載した事項に関する証明書の交付手数料　　証明事項１件　　350円
　•戸籍電子証明書提供用識別符号　１件　　400円
　•除籍証明書の交付手数料　　　　１通　　750円　　　※ 29 種別に改正あり

２月
臨時会　審議議案

可決議案第２号　波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

　波佐見町働く婦人の家について、施設の設置根拠法である「勤労婦人福祉法」が「男女
雇用機会均等法」に改正され、施設の設置目的である勤労婦人の福祉の増進も、現在の社会
情勢に合致しなくなっていることから廃止するもの。

可決議案第４号　波佐見町働く婦人の家の設置及び管理に関する条例の廃止について

2800 万円を減額し、総額を 110億 2000万円とする。
　＜主な減額＞　•養護老人ホーム入所措置費　　•鳥獣被害対策費補助金
　　　　　　　　•災害復旧工事費　　等

可決議案第16号　令和５年度波佐見町一般会計補正予算（第８号）

今回の増額　　17,993,800 円
主な変更概要　①大鬼木地区（農地保全・地すべり）・・練石積工からブロック積工へ
　　　　　　　②山川・田崎地区（田）・・・・・・・・畦畔工の延長
　　　　　　　③大鬼木地区（道路）・・・・・・・・・練石積工からブロック積工へ
　　　　　　　④大鬼木地区（水路）・・・・・・・・・暗渠排水管布設工の追加

可決議案第34号　令和３年災 大鬼木他４地区災害復旧工事請負契約の変更について

鴻ノ巣公園夜間照明設備について、業務内容の変更に伴うもの。
　今回の増額　　10,718,400 円
　主な事業内容　LED化賃貸借事業費　①テニスコート…１か所　②多目的グラウンドAコート…２か所

可決議案第35号　財産の取得の変更について

執行機関の組織及び専任の方法　　第８条
　（現　行）管理者は、組合の議会において各町の長のうちから選任する。
　（改定案）管理者は、各町の長の互選により、組合の議会の同意を得て選任する。

可決議案第31号　東彼地区保健福祉組合規約の変更について

　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正等に伴い、改正を
行うもの。

可決議案第24号　波佐見町町営住宅条例の一部を改正する条例

契約金額　　212,454,000 円　　　契約の相手　　株式会社　上滝　佐世保支店
可決議案第５号　波佐見町役場新館等改修工事請負契約の締結について

３月
定例会　審議議案
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　調査
１　総務課所管事務調査
２　調査日時・場所
　　令和５年 11月 30日（木）午後１時 30分～　　場所　委員会室
３　調査事項及び所見
　　（１）波佐見町職員倫理条例等の進捗状況について

　関係する条例や規則による組織の組成、それに伴う連絡会議や研修会はおおむね実行され
ていることが分かった。
　施行後３年目であるが、気を緩めることなく、職員のコンプライアンスの遵守はもちろん、
多種多様な研修や研究を重ね、再び不祥事が起こることがないように対応していただきたい。

　　（２）働き方改革に伴う職員の勤務状況について
 ①職員の時間外勤務について

　時間外勤務の対象となる業務は、災害対応や緊急を要する予測できない業務で、通常業
務ではできるだけ避けるべきである。職員は、一人一人がコスト意識を持ち、前例踏襲を
改め無駄を省き、仕事の優先順位を決めて執務にあたることが必要である。

 ②職員の休暇取得状況について
　休暇の取得は、年次休暇が年間平均 11,３日取得で、前年度の 10,７日から若干増えてい
る。
　休日勤務の代休取得は、庶務管理システムを活用して促すとの説明であったが、事後に
問題を生じないように早めの取得に努めてほしい。

　意見交換会
１　社会教育団体との意見交換会
２　日時・場所
　　令和 6年 2月 7日（水）　午後７時～　　場所　委員会室
３　対象団体
　　文化協会、スポーツ協会、老人会、婦人会、壮年会、PTA、児童合唱団、スポーツ少年団
４　所見
　各団体から活動の現状や今後課題等について多くの意見を聞くことができた。また、議会への要
望等もあり、今後の議会活動の参考にしたい。

　調査 1
１　住民福祉課所管事務調査
２　調査日時・場所　
　　令和 6年 2月 13日（火）午前 10時～　　場所　委員会室
３　調査事項
　　（１）環境美化に関する現状と課題について

　環境美化については自治会などに年３回お願いし、住民による周辺の清掃活動を行ってい
る。また自治会（環境衛生振興会）での河川、生活用水路管理などを行っている。５年度の
作業面積は約 365㎡にも及ぶ。

　　（２）動物の飼養、収容に関する現状と課題について 
　野良猫に対しては保護住民と嫌悪住民がいるが、相互理解をいただき地域猫等としての環
境整備を行いたい。

４　課題と所見
　環境美化については、参加者の意識の変化や高齢化に伴い、活動人員の減少が見られる。野良猫
などについては、住民の適正な保護への理解と避妊・去勢事業に積極的に取り組まれていた。

　調査 2
１　農林課所管事務調査
２　調査日時・場所　
　　令和 6年 2月 13日（火）午後 1時～　　場所　委員会室
３　調査事項
　　（１）物価高騰対策支援交付金と水利動力費高騰対策支援事業補助金の受付状況等について

　物価高騰による農業経営に影響を受けている農業者に対して緊急的に経済支援を行ってい
る。補助内容は 10a当たり 5,000 円である。

　　（２）農地等環境保全に関する現状と課題について
　多面的機能支払交付金は農業者などが農地、水路などの活動を支援する交付金制度である
が、庶務会計の負担が大きいところである。

４　課題と所見
　燃料や資材の高騰が農業経営を大きく圧迫している現状がある。また、耕作放棄地などの要因に
高齢化や後継者不足により、耕作者数が減少しているので町としても対策がなされているが、喫緊
の課題として対応を急ぐ必要がある。

※主な議案のみ

※主な議案のみ

7 議会だより　令和6年5月　第166号 6議会だより　令和6年5月　第166号

　戸籍法の改正に伴い、地方公共団体の手数料の標準に関する政令及び地方公共団体の
手数料の標準に関する政令に規定する総務省令で定める金額等を定める省令が改正された
ために行うもの。
　•戸籍証明書の交付手数料　　　　１通　　450円
　•戸籍に記載した事項に関する証明書の交付手数料　　証明事項１件　　350円
　•戸籍電子証明書提供用識別符号　１件　　400円
　•除籍証明書の交付手数料　　　　１通　　750円　　　※ 29 種別に改正あり

２月
臨時会　審議議案

可決議案第２号　波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

　波佐見町働く婦人の家について、施設の設置根拠法である「勤労婦人福祉法」が「男女
雇用機会均等法」に改正され、施設の設置目的である勤労婦人の福祉の増進も、現在の社会
情勢に合致しなくなっていることから廃止するもの。

可決議案第４号　波佐見町働く婦人の家の設置及び管理に関する条例の廃止について

2800 万円を減額し、総額を 110億 2000万円とする。
　＜主な減額＞　•養護老人ホーム入所措置費　　•鳥獣被害対策費補助金
　　　　　　　　•災害復旧工事費　　等

可決議案第16号　令和５年度波佐見町一般会計補正予算（第８号）

今回の増額　　17,993,800 円
主な変更概要　①大鬼木地区（農地保全・地すべり）・・練石積工からブロック積工へ
　　　　　　　②山川・田崎地区（田）・・・・・・・・畦畔工の延長
　　　　　　　③大鬼木地区（道路）・・・・・・・・・練石積工からブロック積工へ
　　　　　　　④大鬼木地区（水路）・・・・・・・・・暗渠排水管布設工の追加

可決議案第34号　令和３年災 大鬼木他４地区災害復旧工事請負契約の変更について

鴻ノ巣公園夜間照明設備について、業務内容の変更に伴うもの。
　今回の増額　　10,718,400 円
　主な事業内容　LED化賃貸借事業費　①テニスコート…１か所　②多目的グラウンドAコート…２か所

可決議案第35号　財産の取得の変更について

執行機関の組織及び専任の方法　　第８条
　（現　行）管理者は、組合の議会において各町の長のうちから選任する。
　（改定案）管理者は、各町の長の互選により、組合の議会の同意を得て選任する。

可決議案第31号　東彼地区保健福祉組合規約の変更について

　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正等に伴い、改正を
行うもの。

可決議案第24号　波佐見町町営住宅条例の一部を改正する条例

契約金額　　212,454,000 円　　　契約の相手　　株式会社　上滝　佐世保支店
可決議案第５号　波佐見町役場新館等改修工事請負契約の締結について

３月
定例会　審議議案



第一印象は？

不便な点は？

良い点は？

その他
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～新庁舎についてのご意見を伺いました～～新庁舎についてのご意見を伺いました～

※駐車場については、旧庁舎を解体し、令和６年度中の完成が予定されています。

●波佐見のランドマークになりそう。
●とても立派ですばらしい。
●各スペースがゆったりしていて、開放感がある。
●明るくて清潔感がある。

●入口の案内表示が小さく、行きたい課の場所がわかりにくい。
　案内人がいたらいい。
●各課の表示は大きいが、入り口からは見えにくい。
●玄関のマットの上が歩きにくく、危ない。
●受付のベル対応はいかがなものか。
●職員の席が遠く、こちらを向いてもらえない。
●階段の手すりが外側だけしかない。
●奥の課から上下の階への移動が少し不便。
●トイレの荷物かけの位置が少し高い。
●総務課が奥にある。

●階段も明るく、上り下りが楽。
●陶器や木材が工夫して使ってある。
●ポーセリンフォトをはじめ、随所に波佐見焼き
　があしらわれている。
●子どもの遊べるスペースもある。
●各課窓口に仕切りが設置してある。

●旧庁舎の解体が終了したら、四季折々の花壇の
　設置を検討してもらいたい。
●庁舎内でのイベント開催の計画はありますか。
●駐車場の整備は。

１階フロア

２階への階段

２階フロア

キッズスペース

町民の町民の
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公営住宅の
建替え計画は

■令和５年度一般会計（第 7号）
■波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正
■波佐見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
■波佐見町働く婦人の家の設置及び管理に関する条例を廃止
■損害賠償の額を定めることについて
■波佐見町役場新館等改修工事請負契約の締結
■新庁舎議場等会議システムの変更
■総合文化会館大ホール舞台諸幕の変更
■令和５年度一般会計（第８号）
■令和５年度特別会計　国民健康保険（第３号）、
　　　　　　　　　　　後期高齢者医療（第１号）、介護保険（第３号）
■令和５年度公営企業会計　上水道（第４号）、下水道（第３号）
■令和６年度一般会計
■令和６年度特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険）
■令和６年度公営企業会計 （上水道、下水道、工業用水道）
■町長等の損害賠償責任の一部を免責する条例の一部を改正
■波佐見町町営住宅条例の一部を改正
■波佐見町特定教育。保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
　を定める条例の一部を改正　　
■波佐見町国民健康保険条例の一部を改正
■波佐見町介護保険条例の一部を改正
■波佐見町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める
　条例等の一部を改正　　
■波佐見町水道条例の一部を改正
■波佐見町公共下水道条例の一部を改正
■東彼地区保健福祉組合規約の変更
■鴻ノ巣公園夜間照明設備の変更
■波佐見町防災行政無線再整備工事請負契約の変更
■稗木場地区急傾斜地崩壊対策工事請負契約の変更
■令和３年災　大鬼木地区他４地区災害復旧工事請負契約の変更
■波佐見町固定資産評価審査委員会委員の選任
■副町長の選任

補正予算

補正予算

契　約

当初予算

財産取得

財産取得

条 例 等

契　約

条 例 等

人　事

審議の
結　果

可　決

可　決

賛 否 表
◯賛成　●反対　　※議長は採決に加わりません。　

議席
No.

３  

月  

定  

例  

会

２
月
臨
時
会

議  

員  

名

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

可　決

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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農林業従事者の
支援は

体育センターの
空調機導入時期は

ここに注目
一般質問一般質問
３月定例会

老化を遅らせるため
の「自助・互助・共助」
の推奨と対策は

コミュニティバス
導入の計画は

入学支援金は
見直すべきでは

「センチピード
グラス」吹付工法事業
の取り組みは

予約制乗合交通の
見直しは

町道及び県道の
道路整備計画は 総合運動公園の

早期建設は

法面保全や
多機能支援は
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バスが廃止されると、廃止前よりも
行政コストが増加する
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ル
の
規
模

が
縮
小
さ
れ
、
入
場
者
数
や
売

り
上
げ
も
減
っ
て
い
る
。
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
。

　
　
　
業
界
で
も
検
討
が
行
わ

　
　
　
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

適
切
な
支
援
を
行
い
た
い
。

　
　
　
窯
業
界
は
高
齢
化
し
て

　
　
　
い
る
反
面
、
若
い
人
た

ち
の
就
労
希
望
も
少
な
く
な
い
。

人
材
確
保
を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　
　
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

　
　
　
波
佐
見
焼
振
興
会
を
中

心
に
人
材
確
保
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
地
域
公
共
交
通
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
と
も
い
え
る
。

　　
　
　
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
公
共
交
通
政
策
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
地
域
住
民
の
移
動
手
段

　
　
　
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
、
健
康
、 

福
祉
、

教
育
環
境
等
、
様
々
な
分
野
で

大
変
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
現

状
の
輸
送
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
直
ち

に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

来
年
度
、
公
共
交
通
の
現
状
把

握
や
課
題
の
洗
い
出
し
、
バ 

ス
路
線
や
タ
ク
シ
ー
、
乗
合
交

通
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
や
他
の
移
動
支
援
の
検
討 

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
　
４
つ
あ
る
デ
マ
ン
ド
の

　
　
　
種
類
を
、
乗
降
場
所
と

ダ
イ
ヤ
の
組
合
せ
で
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
で
き
る
。
本
町
は
、

路
線
固
定
型
で
あ
る
が
、Ａ
Ｉ

を
活
用
し
、
利
便
性
の
改
善
を

図
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
電
話
予
約
で
配
車
す
る

　
　
　
と
こ
ろ
は
課
題
で
あ
る

た
め
、 

Ａ
Ｉ
の
導
入
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
公
共
交
通
は
、
民

　
　
　
間
業
者
に
留
ま
ら
ず
、

福
祉
・
教
育
等
の
各
課
と
の
連

携
、
情
報
の
収
集
・
分
析
等
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
も
所
掌
す

る
課
や
係
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
専
任
職
員
の
配
置
は
考

　
　
　
え
て
い
な
い
が
、
重
要

な
問
題
で
あ
る
た
め
、
専
門
家

を
入
れ
て
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
く
。

　農業など町の基
幹産業に関わる事
業は、本来、町で
するべきだ。関係者に事務事

業などの負担を負
わせるべきではな
い。

つぶ
　やき

横山　聖代 議員岡村　達馬 議員
地元で行う事業
である

農業などの事業は
町で行うべきだ

町に求められる公共交通
政策とは

様々な分野で
大変重要な政策

町長町長

　マイカー移動が
できる方でも、数
年後・十数年後に
は、生活に不便をきたす。待っ

たなしは、免許返
納者と高校生。

つぶ
　やき

11 10議会だより　令和6年5月　第166号

見直しされない農振地域

農作業の負担となる法面
出典：近畿運輸局
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町長 町長
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町長

3月
定例会

11人が登壇
一般質問
11人が登壇
一般質問

一般質問の動画は、顔写真横のQRコードから。

ページ 議員名 質問項目

14
・
15

16
・
17

12
・
13

10
・
11

横山　聖代

岡村　達馬

澤田　昭則

田添　有喜

濵本　秋人

前田　博司

福田　勝也

岡村真由美

城後　　光

脇坂　正孝

北村　清美

・持続可能な地域公共交通

・施政方針について
　１．道路・交通、及び農林業
　２．商工業

・施政方針について
・消費生活の支援
・副町長の選任 

・住みよいまちづくり
・教育行政

・コミュニティバス
・物価高騰対策
・高齢者支援 

・施政方針について
　１．防災・防犯 
　２．住環境
　３．歴史・文化・スポーツ

・自治会活動
・町政に関する要望書の取扱い

・波佐見高校の存続に向けた支援策のあ
　り方
・子供たちを取り巻く環境
・コロナ予防ワクチン接種

・農林業従事者の担い手確保
・DX（デジタルトランスフォーメーション）
　の推進状況

・施政方針について
　１．生きる力と郷土愛を育むまちづくり 
　２．協働による地域のつながりを活かすまちづくり
　３．産業・交流を軸とした人が輝くまちづくり

・施政方針について
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施
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方
針
に
道
路
等
公
共
事

業
や
農
林
業
施
策
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
方
針
が
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
町
道
の
道
路
整
備
計
画

　
　
　
は
中
長
期
の
計
画
を
定

め
、
町
民
に
示
す
べ
き
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
も
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
計
画
に
基
づ
き
進
め
て

　
　
　
い
る
。
ま
た
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
農
林
業
に
つ
い
て
は
個

　
　
　
々
へ
の
支
援
や
普
及
振

興
は
見
て
取
れ
る
が
、
町
と
し

て
の
事
業
が
見
え
な
い
が
。

　
　
　
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に

　
　
　
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

問
題
は
後
継
者
不
足
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
法
面
保
全
や
多
機
能
支

　
　
　
援
等
農
地
保
全
な
ど
は

負
担
が
大
き
く
、
ま
た
農
地
や

自
然
景
観
を
守
る
こ
と
か
ら
町

の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
地
元
で
行
う
事
業
と
な

　
　
　
っ
て
い
る
。

　
商
工
業
に
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政
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や
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が
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る
。
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の
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縮
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数
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。
今
後
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。
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も
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が
行
わ
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適
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を
行
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た
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。
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。
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。
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は
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で
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と
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、
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に
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じ
る
必
要
が
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。

来
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度
、
公
共
交
通
の
現
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把

握
や
課
題
の
洗
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出
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、
バ 

ス
路
線
や
タ
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、
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合
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な
ど
の
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共
交
通
の
利
便
性

向
上
や
他
の
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動
支
援
の
検
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を
行
う
よ
う
に
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て
い
く
。
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つ
あ
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デ
マ
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ド
の

　
　
　
種
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を
、
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場
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と

ダ
イ
ヤ
の
組
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せ
で
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な
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が
で
き
る
。
本
町
は
、

路
線
固
定
型
で
あ
る
が
、Ａ
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を
活
用
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、
利
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性
の
改
善
を

図
る
べ
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で
は
。

　
　
　
電
話
予
約
で
配
車
す
る

　
　
　
と
こ
ろ
は
課
題
で
あ
る

た
め
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Ａ
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の
導
入
に
向
け
、

検
討
を
進
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て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
公
共
交
通
は
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民

　
　
　
間
業
者
に
留
ま
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ず
、

福
祉
・
教
育
等
の
各
課
と
の
連

携
、
情
報
の
収
集
・
分
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等
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
も
所
掌
す

る
課
や
係
を
創
設
す
べ
き
で
は
。
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任
職
員
の
配
置
は
考

　
　
　
え
て
い
な
い
が
、
重
要

な
問
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で
あ
る
た
め
、
専
門
家

を
入
れ
て
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
く
。
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わせるべきではな
い。
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明確でない区画線

整備された区画線

整備が必要な区画線 
県道４号線（ナフコ付近）
整備が必要な区画線 
県道４号線（ナフコ付近）

県道八島交差点付近県道八島交差点付近

　
東
彼
杵
町
や
有
田
町
に
は
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ

る
。
　

　
　
　
本
町
に
も
近
い
将
来
コ

　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
両
自
治
体
と
も
町
が
直

　
　
　
営
で
運
営
し
て
い
る

が
、
利
用
客
が
減
少
で
運
行
費

用
も
２
０
０
０
万
円
程
度
か

か
っ
て
い
る
。
様
々
な
課
題
を

精
査
し
た
上
で
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

　
農
業
者
物
価
高
騰
対
策
支
援

交
付
金
等
が
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
一
般
住
民
へ
の
支
援
と

　
　
　
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年

　
　
　
度
に
か
け
て
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
販
売
事
業
を
行
い
、

４
・
５
年
度
に
燃
料
費
高
騰
対

策
支
援
事
業
を
行
っ
た
。
今
年

１
月
か
ら
３
月
分
ま
で
上
水
道

基
本
料
金
の
減
免
を
実
施
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
配
布
販
売
は
考
え

て
い
な
い
。

　
本
町
で
は
、
高
齢
者
が
３
分

の
１
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

　
　
　
の
状
況
と
支
援
は
。

　
　
　
現
在
、
被
保
険
者
は
２

　
　
　
５
１
７
人
で
あ
る
高
齢

者
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

年
額
１
０
０
万
円
を
超
え
て
お

り
、
県
内
で
も
３
番
目
に
高
い

水
準
が
続
い
て
い
る
。
今
後
も

制
度
改
正
を
続
け
な
が
ら
社
会

保
障
制
度
の
維
持
に
努
め
て
い

く
が
、
更
な
る
直
接
的
な
支
援

は
難
し
い
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
手
だ
て
の
一
つ

と
し
て
、
道
路
整
備
が
あ
る
。

　
　
　
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
南
部
線
や
第
２
狩
立
線
、

　
　
　
新
釜
線
な
ど
、
改
良
工

事
12
路
線
と
舗
装
工
事
11
路
線
、

そ
の
他
７
路
線
、
橋
梁
３
橋
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
事
故
防
止
の
た
め
に
陥

　
　
　
没
箇
所
や
区
画
線
の
整

備
は
。

　
　
　
陥
没
箇
所
は
、
計
画
的

　
　
　
に
対
応
し
、
県
道
の
区

画
線
は
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
農
家
の
野
焼
き
は
、
重
要
な

農
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
苦
情
件
数
は
。

　
　
　
年
に
２
〜
３
件
で
あ
る
。

　
　
　
農
業
に
よ
る
野
焼
き
の

　
　
　
考
え
方
は
。

　
　
　
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃

　
　
　
に
関
す
る
法
律
の
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
規

制
す
る
の
は
難
し
い
。

　
多
種
多
様
な
子
育
て
支
援
が

な
さ
れ
て
い
る
。
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
へ
の
手
厚
い
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
子
育
て
支
援
の
一
つ
と

　
　
　
し
て
、
中
学
生
へ
の
卒

業
祝
金
、
ま
た
は
、
高
等
学
校

入
学
祝
金
の
制
度
は
新
設
で
き

な
い
か
。

　
　
　
現
段
階
で
の
実
施
は
考

　
　
　
え
て
い
な
い
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
で
教
職

員
の
働
き
方
改
革
は
図
ら
れ
る

が
、
地
域
の
指
導
者
に
は
負
担

が
大
き
く
課
題
も
多
い
。

　
　
　
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
今
年
度
の
２
学
期
か
ら

　
　
　
試
験
的
に
休
日
の
指
導

は
、
教
職
員
を
は
ず
し
た
形
で

行
う
。

　
町
長
は
「
選
ば
れ
る
波
佐
見

町
」
を
目
標
に
据
え
、
町
政
運

営
の
所
信
を
表
明
し
た
。

　
　
　
町
営
住
宅
小
石
原
団
地

　
　
　
は
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
る
。
建
替
え
の
進
捗
は
。

　
　
　
現
行
の
公
営
住
宅
長
寿

　
　
　
命
化
計
画
は
令
和
６
年

度
を
初
年
度
と
し
た
第
２
期
計

画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
着
手
し
て
い
な
い
。

　
　
　
基
本
計
画
へ
の
地
域
対

　
　
　
応
活
用
等
の
導
入
は
。

　
　
　
建
替
え
対
象
に
は
盛
り

　
　
　
込
め
な
い
。

　
　
　
キ
ャ
ン
プ
場
の
供
用
開

　
　
　
始
で
鴻
ノ
巣
公
園
入
口

や
園
内
道
路
の
整
備
計
画
や
安

全
対
策
は
。

　
　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
や

　
　
　
視
界
確
保
で
樹
木
伐
採

等
の
整
備
を
行
い
、
道
路
改
修

は
行
わ
な
い
。

　
　
　
県
道
１
０
２
号
塩
田
波

　
　
　
佐
見
線（
小
樽
地
区
）の

歩
道
整
備
工
事
計
画
の
概
要
は
。

　
　
　
区
間
は
1.6
㎞
で
、
工
期

　
　
　
は
５
年
間
程
度
の
計
画
。

　
経
済
再
生
の
中
、
物
価
高
は

消
費
者
に
影
響
が
あ
る
。

　
　
　
消
費
生
活
相
談
の
内
容

　
　
　
は
。

　
　
　
通
信
販
売
に
よ
る
定
期

　
　
　
購
入
や
訪
問
販
売
の
ト

ラ
ブ
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
詐
欺

被
害
な
ど
。

　
　
　
生
活
者
や
事
業
者
支
援

　
　
　
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
は
。

　
　
　
５
年
間
、
支
援
事
業
に

　
　
　
取
り
組
ん
で
き
た
の
で

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　新型コロナや物
価高に対しての経
済対策「プレミア
ム商品券販売事業」は、大き

な経済還流効果が
あった。消費喚起
を。消費に刺激を。

つぶ
　やき

今のところ考え
ていない

　波佐見焼の図柄
を車いっぱいに描
いた波佐見コミュ
ニティバスが町内を往来する

姿を早く見たい
なぁ。

つぶ
　やき

田添　有喜 議員濵本　秋人 議員
今は、考えて
いない

「波佐見バス」の
導入は

2学期の休日から

町長町長

　野焼きは、土壌
再生や害虫対策の
ために枯れ草を焼
き払う作業。窒素飢餓対策の

効果もある。

つぶ
　やき

澤田　昭則 議員

プレミアム商品券の
配布、販売は
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明確でない区画線

整備された区画線

整備が必要な区画線 
県道４号線（ナフコ付近）
整備が必要な区画線 
県道４号線（ナフコ付近）

県道八島交差点付近県道八島交差点付近

　
東
彼
杵
町
や
有
田
町
に
は
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ

る
。
　

　
　
　
本
町
に
も
近
い
将
来
コ

　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
両
自
治
体
と
も
町
が
直

　
　
　
営
で
運
営
し
て
い
る

が
、
利
用
客
が
減
少
で
運
行
費

用
も
２
０
０
０
万
円
程
度
か

か
っ
て
い
る
。
様
々
な
課
題
を

精
査
し
た
上
で
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

　
農
業
者
物
価
高
騰
対
策
支
援

交
付
金
等
が
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
一
般
住
民
へ
の
支
援
と

　
　
　
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年

　
　
　
度
に
か
け
て
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
販
売
事
業
を
行
い
、

４
・
５
年
度
に
燃
料
費
高
騰
対

策
支
援
事
業
を
行
っ
た
。
今
年

１
月
か
ら
３
月
分
ま
で
上
水
道

基
本
料
金
の
減
免
を
実
施
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
配
布
販
売
は
考
え

て
い
な
い
。

　
本
町
で
は
、
高
齢
者
が
３
分

の
１
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

　
　
　
の
状
況
と
支
援
は
。

　
　
　
現
在
、
被
保
険
者
は
２

　
　
　
５
１
７
人
で
あ
る
高
齢

者
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

年
額
１
０
０
万
円
を
超
え
て
お

り
、
県
内
で
も
３
番
目
に
高
い

水
準
が
続
い
て
い
る
。
今
後
も

制
度
改
正
を
続
け
な
が
ら
社
会

保
障
制
度
の
維
持
に
努
め
て
い

く
が
、
更
な
る
直
接
的
な
支
援

は
難
し
い
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
手
だ
て
の
一
つ

と
し
て
、
道
路
整
備
が
あ
る
。

　
　
　
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
南
部
線
や
第
２
狩
立
線
、

　
　
　
新
釜
線
な
ど
、
改
良
工

事
12
路
線
と
舗
装
工
事
11
路
線
、

そ
の
他
７
路
線
、
橋
梁
３
橋
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
事
故
防
止
の
た
め
に
陥

　
　
　
没
箇
所
や
区
画
線
の
整

備
は
。

　
　
　
陥
没
箇
所
は
、
計
画
的

　
　
　
に
対
応
し
、
県
道
の
区

画
線
は
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
農
家
の
野
焼
き
は
、
重
要
な

農
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
苦
情
件
数
は
。

　
　
　
年
に
２
〜
３
件
で
あ
る
。

　
　
　
農
業
に
よ
る
野
焼
き
の

　
　
　
考
え
方
は
。

　
　
　
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃

　
　
　
に
関
す
る
法
律
の
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
規

制
す
る
の
は
難
し
い
。

　
多
種
多
様
な
子
育
て
支
援
が

な
さ
れ
て
い
る
。
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
へ
の
手
厚
い
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
子
育
て
支
援
の
一
つ
と

　
　
　
し
て
、
中
学
生
へ
の
卒

業
祝
金
、
ま
た
は
、
高
等
学
校

入
学
祝
金
の
制
度
は
新
設
で
き

な
い
か
。

　
　
　
現
段
階
で
の
実
施
は
考

　
　
　
え
て
い
な
い
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
で
教
職

員
の
働
き
方
改
革
は
図
ら
れ
る

が
、
地
域
の
指
導
者
に
は
負
担

が
大
き
く
課
題
も
多
い
。

　
　
　
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
今
年
度
の
２
学
期
か
ら

　
　
　
試
験
的
に
休
日
の
指
導

は
、
教
職
員
を
は
ず
し
た
形
で

行
う
。

　
町
長
は
「
選
ば
れ
る
波
佐
見

町
」
を
目
標
に
据
え
、
町
政
運

営
の
所
信
を
表
明
し
た
。

　
　
　
町
営
住
宅
小
石
原
団
地

　
　
　
は
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
る
。
建
替
え
の
進
捗
は
。

　
　
　
現
行
の
公
営
住
宅
長
寿

　
　
　
命
化
計
画
は
令
和
６
年

度
を
初
年
度
と
し
た
第
２
期
計

画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
着
手
し
て
い
な
い
。

　
　
　
基
本
計
画
へ
の
地
域
対

　
　
　
応
活
用
等
の
導
入
は
。

　
　
　
建
替
え
対
象
に
は
盛
り

　
　
　
込
め
な
い
。

　
　
　
キ
ャ
ン
プ
場
の
供
用
開

　
　
　
始
で
鴻
ノ
巣
公
園
入
口

や
園
内
道
路
の
整
備
計
画
や
安

全
対
策
は
。

　
　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
や

　
　
　
視
界
確
保
で
樹
木
伐
採

等
の
整
備
を
行
い
、
道
路
改
修

は
行
わ
な
い
。

　
　
　
県
道
１
０
２
号
塩
田
波

　
　
　
佐
見
線（
小
樽
地
区
）の

歩
道
整
備
工
事
計
画
の
概
要
は
。

　
　
　
区
間
は
1.6
㎞
で
、
工
期

　
　
　
は
５
年
間
程
度
の
計
画
。

　
経
済
再
生
の
中
、
物
価
高
は

消
費
者
に
影
響
が
あ
る
。

　
　
　
消
費
生
活
相
談
の
内
容

　
　
　
は
。

　
　
　
通
信
販
売
に
よ
る
定
期

　
　
　
購
入
や
訪
問
販
売
の
ト

ラ
ブ
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
詐
欺

被
害
な
ど
。

　
　
　
生
活
者
や
事
業
者
支
援

　
　
　
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
は
。

　
　
　
５
年
間
、
支
援
事
業
に

　
　
　
取
り
組
ん
で
き
た
の
で

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　新型コロナや物
価高に対しての経
済対策「プレミア
ム商品券販売事業」は、大き

な経済還流効果が
あった。消費喚起
を。消費に刺激を。

つぶ
　やき

今のところ考え
ていない

　波佐見焼の図柄
を車いっぱいに描
いた波佐見コミュ
ニティバスが町内を往来する

姿を早く見たい
なぁ。

つぶ
　やき

田添　有喜 議員濵本　秋人 議員
今は、考えて
いない

「波佐見バス」の
導入は

2学期の休日から

町長町長

　野焼きは、土壌
再生や害虫対策の
ために枯れ草を焼
き払う作業。窒素飢餓対策の

効果もある。

つぶ
　やき

澤田　昭則 議員

プレミアム商品券の
配布、販売は
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公
立
高
校
入
試
の
合
格
者
が

発
表
さ
れ
、
波
佐
見
高
校
の
新

入
生
数
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

　
　
　
不
平
等
感
の
あ
る
入
学

　
　
　
支
援
金
は
見
直
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
２
回
実
施
し
た
状
況
な

　
　
　
の
で
見
直
し
に
は
議
論

が
必
要
。

　
　
　
美
工
科
へ
の
支
援
は
。

　
　
　
高
校
全
体
へ
の
支
援
で

　
　
　
あ
っ
て
、
学
科
の
支
援

は
な
い
。

　
人
口
減
少
対
策
や
定
住
促
進

対
策
と
し
て
、
他
の
市
町
で
も

子
育
て
支
援
策
が
次
々
と
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
有
田
町
で
は
４
校
全
て

　
　
　
の
小
学
校
の
敷
地
内
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
南
小
の
敷
地
内
に

設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
空
き
地
は
な
く
要
望
も

　
　
　
一
切
聞
い
て
い
な
い
の

で
、
即
答
で
き
な
い
。

　
　
　
他
町
の
子
育
て
支
援
策

　
　
　
の
状
況
を
み
て
ど
う
思

う
か
。

　
　
　
職
員
は
既
に
フ
ル
パ
ワ

　
　
　
ー
で
働
い
て
い
る
し
働

い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
　
　
歴
史
が
あ
り
内
容
的
に

　
　
　
も
他
に
誇
れ
る
給
食
セ

ン
タ
ー
だ
が
、
今
後
民
営
化
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
。

　
　
　
民
営
化
は
な
い
。

　
　
　
小
児
科
医
誘
致
の
進
捗

　
　
　
状
況
は
。
予
算
措
置
を

伴
う
誘
致
か
。

　
　
　
他
市
町
の
状
況
を
調
査

　
　
　
し
て
い
る
。
当
然
予
算

措
置
を
伴
う
誘
致
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
へ
の
移

行
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
が
４
月
か
ら
有
料
と
な
る
。

　
　
　
補
助
す
る
考
え
は
。

　
　
　
助
成
す
る
方
向
で
検
討

　
　
　
し
て
い
る
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
行
政
と
自
治
会
の
協

働
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
　
自
治
会
の
加
入
率
は
。

　
　
　
次
の
表
の
と
お
り
と
な

　
　
　
っ
て
い
る
。

　
　
　
自
治
会
の
今
後
の
課
題

　
　
　
と
対
策
は
。

　
　
　
組
織
率
の
低
下
、
若
い

　
　
　
世
代
の
自
治
会
離
れ
、

役
員
の
な
り
手
不
足
、
環
境
整

備
活
動
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

あ
る
。

　
省
力
化
や
合
理
化
、
負
担
軽

減
、
組
織
の
在
り
方
の
研
究
な

ど
、
今
後
迫
り
く
る
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
策

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
る
。

　
議
会
の
常
任
委
員
会
か
ら
町

政
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
。

　
　
　「
総
合
運
動
公
園
の
早

　
　
　
期
建
設
に
つ
い
て
」
は
、

ど
の
よ
う
な
研
究
や
検
討
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
高
額
な
建
設
費
と
そ
の

　
　
　
維
持
、
管
理
費
用
を
ど

う
捻
出
す
る
か
と
い
う
課
題
が

あ
る
。

　
財
政
部
局
や
建
設
課
等
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
く
。
　

　
　
　
野
球
場
か
ら
着
手
し
て

　
　
　
は
ど
う
か
。

　
　
　
近
隣
の
市
町
の
状
況
等

　
　
　
を
調
査
、
研
究
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
　
長
期
的
な
財
政
運

営
な
ど
、
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

　頑張ってもらっ
ているのは十分理
解している。今後
も元気な波佐見町であり続け

てほしくて質問し
ているのだが･･･。

つぶ
　やき

岡村真由美 議員
民営化の考えは
ない

町長

　避難所生活環境
の改善は、その時々
で求められるもの
が変化していくと思う。その

変化を敏感に感じ
取らなければなら
ない。

つぶ
　やき

計画的に取り
組む福田　勝也 議員

運動公園の早期建設は

財政運営など検
討していきたい

　野球場の建設は、
町民の夢でもある。
次世代を担う子供
たちのためにも早期実現を。

つぶ
　やき

　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る

生
活
環
境
の
改
善
が
急
が
れ
る
。

　
　
　
体
育
セ
ン
タ
ー
に
計
画

　
　
　
し
て
い
る
空
調
機
は
い

つ
ご
ろ
設
置
で
き
る
の
か
。

　
　
　
設
置
予
定
の
空
調
機
は

　
　
　
熱
効
率
等
も
考
慮
し
LP

ガ
ス
に
よ
る
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
方
式
を
え
て
い
る
。

　
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
新

年
度
に
入
り
実
施
設
計
、
工
事

着
手
と
な
れ
ば
、
年
末
ご
ろ
の

完
成
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は
上
下
水

道
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。

本
町
も
老
朽
施
設
の
更
新
が
急

が
れ
る
。

　
　
　
災
害
に
よ
り
水
道
管
が

　
　
　
破
損
し
た
場
合
、
配
水

池
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
耐

震
化
や
緊
急
遮
断
弁
の
設
置

は
。

　
　
　
令
和
９
年
度
と
14
年
度

　
　
　
に
一
基
ず
つ
建
替
え
を

予
定
。
残
り
に
つ
い
て
は
図
面

上
の
確
認
で
は
耐
震
性
あ
り
と

な
っ
て
い
る
。
耐
用
年
数
な
ど

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
順

次
更
新
し
て
い
く
。
遮
断
弁

は
、
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　
演
劇
や
音
楽
の
鑑
賞
と
同
じ

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
子
供

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
が

あ
る
。

　
　
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

　
　
　
躍
動
す
る
姿
を
見
る
こ

と
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
。
補

助
の
考
え
は
な
い
か
。
　

　
　
　
県
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
団
体
や
行
政
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

前田　博司 議員

水道施設の更新は
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公
立
高
校
入
試
の
合
格
者
が

発
表
さ
れ
、
波
佐
見
高
校
の
新

入
生
数
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

　
　
　
不
平
等
感
の
あ
る
入
学

　
　
　
支
援
金
は
見
直
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
２
回
実
施
し
た
状
況
な

　
　
　
の
で
見
直
し
に
は
議
論

が
必
要
。

　
　
　
美
工
科
へ
の
支
援
は
。

　
　
　
高
校
全
体
へ
の
支
援
で

　
　
　
あ
っ
て
、
学
科
の
支
援

は
な
い
。

　
人
口
減
少
対
策
や
定
住
促
進

対
策
と
し
て
、
他
の
市
町
で
も

子
育
て
支
援
策
が
次
々
と
打
ち
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て
い
る
。

　
　
　
有
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は
４
校
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て
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地
内
に

放
課
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児
童
ク
ラ
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が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
南
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敷
地
内
に

設
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は
で
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な
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の
か
。
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一
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い
て
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な
い
の

で
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即
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で
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な
い
。

　
　
　
他
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子
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援
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況
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ど
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う
か
。
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は
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に
フ
ル
パ
ワ
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働
い
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し
働

い
て
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て
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る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
　
　
歴
史
が
あ
り
内
容
的
に

　
　
　
も
他
に
誇
れ
る
給
食
セ

ン
タ
ー
だ
が
、
今
後
民
営
化
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
。
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は
な
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。

　
　
　
小
児
科
医
誘
致
の
進
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は
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伴
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致
か
。
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況
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調
査
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て
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る
。
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予
算
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伴
う
誘
致
で
あ
る
。
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ロ
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５
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行
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伴
い
、
ワ
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チ
ン
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種
費
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４
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有
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な
る
。
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は
。
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検
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。
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、
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。
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。
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。
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。
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。
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迫
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齢

化
・
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
策

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
る
。
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。
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に
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に
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図
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上
の
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の
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に
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と
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人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い

未
来
で
あ
り
、
備
え
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
戦
略
的

に
「
縮
小
・
投
資
」
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
　

　
　
　
IR
見
直
し
で
交
流
範
囲

　
　
　
を
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
幸
い
に
も
西
九
州
新
幹
線

も
開
通
し
、
地
政
学
的
に
恵
ま

れ
、「
福
岡
・
長
崎
」
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
が
可
能
に
な
っ

た
。
移
住
・
定
住
に
加
え
、「
通

勤
・
通
学
」
の
支
援
な
ど
の
優

遇
策
は
。
　

　
　
　
西
九
州
新
幹
線
を
利
用

　
　
　
す
る
観
光
面
と
同
時
に

新
幹
線
（
嬉
野
温
泉
駅
・
武
雄

温
泉
駅
）
を
利
用
し
た
「
通
勤
・

通
学
」
を
含
め
た
移
住
定
住
対

策
も
研
究
や
検
討
は
必
要
か
と

考
え
る
。
　

　
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い

て
、
子
供
た
ち
に
も
外
国
の
文

化
や
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
り
、
世
界
を
意
識
す
る
教

育
が
必
要
で
あ
る
。
　

　
　
　
将
来
を
見
据
え
、
ま
ち

　
　
　
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る

人
と
次
世
代
を
担
う
世
代
に

「
投
資
」
す
る
施
策
は
。
　

　
　
　
世
界
を
意
識
す
る
、
グ

　
　
　
ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
を

育
成
す
る
教
育
活
動
は
大
変
重

要
で
、「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
」。
町
の
将
来
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
人

づ
く
り
、
人
育
て
は
ふ
る
さ
と

教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
根
底

と
な
る
考
え
方
で
あ
り
、
波
佐

見
町
を
俯
瞰
的
に
見
る
感
性
や

力
を
育
む
た
め
の
「
施
策
・
活

動
」
を
大
い
に
検
討
し
た
い
。

　
中
学
校
プ
ー
ル
は
、
利
用
率

が
低
い
。

　
　
　
中
学
校
の
利
用
が
な
い

　
　
　
と
き
は
、
町
民
プ
ー
ル

と
し
て
開
放
で
き
な
い
か
。

　
　
　
令
和
８
年
度
に
１
億
５

　
　
　
千
万
円
を
か
け
、
改
修

の
計
画
だ
っ
た
が
、
費
用
対
効

果
を
考
え
、
工
事
は
行
わ
な
い
。

中
学
校
は
、
中
央
小
プ
ー
ル
を

共
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

町
民
プ
ー
ル
と
し
て
の
利
用
は

考
え
て
い
な
い
。

　「
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
」

吹
付
工
法
に
よ
る
事
業
を
補
助

対
象
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
農
地

保
全
活
動
を
支
援
す
る
と
施
政

方
針
に
あ
る
。

　
　
　
実
証
試
験
の
結
果
は
。

　
　
　
令
和
３
年
に
川
内
郷
上

　
　
　
地
区
で
、
４
年
に
鬼
木

地
区
で
実
施
さ
れ
た
。
夏
場
の

過
酷
な
草
刈
り
作
業
が
不
要
と

な
り
、
管
理
上
は
冬
場
の
年
１

回
の
草
刈
り
で
済
み
、
作
業
軽

減
が
端
緒
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
　
　
支
援
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　
　
業
者
委
託
と
な
る
セ
ン

　
　
　
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
吹

付
作
業
部
分
を
補
助
対
象
と
し
、

そ
の
補
助
率
は
70
％
と
す
る
予

定
。

　
今
後
、
農
地
管
理
の
省
力

化
・
保
全
の
観
点
上
、
同
工
法

を
推
奨
し
て
い
く
。
補
助
金
申

請
等
は
７
年
度
か
ら
の
予
定
。

　『
波
佐
見
史
』
の
続
刊
発
行

が
必
要
な
時
期
が
き
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
発
刊
予
定
は
。

　
　
　
８
年
度
に
迎
え
る
本
町

　
　
　
70
周
年
記
念
事
業
と
し

て
着
手
し
、
全
３
巻
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
窯
業
編
を
加
え
た
４

巻
を
発
行
し
た
い
。

　もっと、期待で
きる答弁が示され
るかと思ったが、
少し落胆。

つぶ
　やき

北村　清美 議員
施策・活動を大い
に検討したい　

町長

　職員数が限られ
る一方、業務量は
増えている。DX
（デジタルによる業務変革）

は 待 っ た な し。
しっかり進めてほ
しい。

つぶ
　やき

まずは既存農家の
省力化を進める脇坂　正孝 議員

考えていない

　中学校プールは
利用率が低く、町
民への開放を提案
したが、改修に多額の費用を

要し、残念だが廃
止もやむを得ない
と考える。

つぶ
　やき

　
本
町
の
農
業
従
事
者
は
年
々

大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
自
然

環
境
保
全
の
た
め
に
も
担
い
手

確
保
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
、
今
後
ど
の

　
　
　
よ
う
に
農
業
従
事
者
を

支
援
し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
　
新
規
就
農
者
を
増
や
す

　
　
　
努
力
を
行
っ
て
い
る

が
、
若
手
の
専
従
者
を
増
や
す

の
は
容
易
で
は
な
い
。
現
在
の

就
農
者
へ
の
負
荷
軽
減
を
図
る

一
方
、
定
年
退
職
後
の
週
末
農

業
従
事
者
な
ど
を
増
や
す
支
援

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
農
業
従
事
者
に
限
ら
ず
、

　
　
　
家
庭
菜
園
の
方
に
も
、

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
あ
り
、
生

産
意
欲
を
損
な
っ
て
い
る
。
対

策
を
学
ぶ
場
を
提
供
で
き
な
い

か
。

　
　
　
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
農
業
者
に
限
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
害
獣
対
策

に
つ
い
て
、
町
民
の
方
に
お
知

ら
せ
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

　
役
場
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

に
合
わ
せ
て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　
　
役
場
組
織
の
改
善
は
ど

　
　
　
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
い
う
の

　
　
　
は
、
使
う
道
具
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
だ
け
と
い
う
の
で

は
な
く
、
業
務
全
体
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
職
員
の
意
識
改
革
は

道
な
か
ば
で
あ
る
の
で
、
お
互

い
に
勉
強
を
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

城後　光 議員

17 16

東彼地区で生産・出荷されているハラン廃止予定の中学校プール
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嬉野温泉駅
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どう維持するか
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未
来
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あ
り
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備
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必
要
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
戦
略
的

に
「
縮
小
・
投
資
」
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
　

　
　
　
IR
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交
流
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西
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線
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」
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ベ
ッ
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っ

た
。
移
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定
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え
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通
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・
通
学
」
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優
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。
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触
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教
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将
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る
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検
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。
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ル
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率
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。
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と
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町
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プ
ー
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開
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。
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５
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。
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。
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編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
●
令
和
６
年
５
月
14
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　ま
ぶ
し
い
木
々
の
青
さ
か
ら
、
力

強
い
生
命
力
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　町
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
陶

器
ま
つ
り
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

来
町
者
の
皆
様
に
は
、
波
佐
見
の
魅

力
も
満
喫
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　『議
会
だ
よ
り
』
も
町
民
の
皆
様
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
い

た
だ
き
議
会
の
活
動
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
編
集
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
け

る
こ
と
を
切
に
願
い
、
今
後
と
も
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
田
添

　有
喜
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

田
　
添
　
有
　
喜

澤
　
田
　
昭
　
則

岡
　
村
　
達
　
馬

岡
　
村
　
真
由
美

濵
　
本
　
秋
　
人

前
　
田
　
博
　
司

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　

傍聴者の声 3月定例会には延べ20人の傍聴者がありました。
いただいたご意見を紹介します。

次回定例会は６月７日から18日までを予定しています。

●発言残時間や各種資料がモニターに出されて
　いるのは大変良かった。

●町長や担当課長の答弁は、質問に対して、簡
　潔明瞭で大変良かったと思う。

●議員によっては、事前勉強（調査含む）がよ
　くなされているとともに明瞭な質問で聞きや
　すかった。

７０代

●新庁舎で11名の議員が一般質問をされ、素
　晴らしいと思います。

●真剣に町政に向き合っておられることを感じ
　ました。議場もとても工夫されており素晴ら
　しかったです。

●モニターの文字が小さくて見づらかった。

●テレビモニターを傍聴者の休憩室に置いても
　らいたい。

●町長は、近隣の町へ積極的に出向き、波佐見
　との違いを見極められるといろいろと参考に
　なることもあるのではないか。

●川棚町には、温水プールがある。波佐見町も
　中学校等を温水プールにすれば、水泳のオリ
　ンピック選手も生まれることもある。

７０代

60代

●モニターが横向きなので、資料等が見づら
　かった。

７０代

●テレビモニターが両サイドにあるために文字
　や資料が見づらかった。

●傍聴者の休憩室に置いてある土瓶は大きすぎ
　る。２人分くらいの急須でよいと思います。

6０代


